
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

ねこ・ネコ・猫  
２月２２日は猫の日です。「にゃんにゃんにゃん」の語呂合わせでわかりやすく、一度覚え 

たら忘れないのではないでしょうか。 

この機会に、猫好きな人もそうじゃない人も猫に関する本に触れてみませんか。 

・いい猫（こ）だね 岩合 光昭 山と溪谷社 645.6－イ 
半世紀以上も猫の写真を撮り続けている著者が、特に忘れられない猫たちの思い出を写真ととも
に綴っています。 

・図書館ねこデューイ ヴィッキー・マイロン 早川書房 645.6－マ 
冬の朝、アメリカの田舎町の図書館の館長が、返却ボックスの中に寒さに震える子猫を見つけます。
デューイと名付けられた猫は、やがて町の人気者になります。 

・旅猫リポート  有川 浩 講談社 Ｆ－ア 
野良猫だった「ナナ」は事故でけがをしたのをきっかけにサトルと暮らすようになります。ところがあ
る事情から、サトルは猫を飼えなくなり、引き取ってくれる人を探してサトルとナナは旅に出ます。 

・さすらい猫ノアの伝説 重松 清 講談社 Ｆ－シ   
ある日、小学５年生の健太のクラスに黒猫がやってきます。その猫が首に巻いていた風呂敷の中に

は手紙が入っていて、＜あなたのクラスはノアに選ばれました！＞と書かれていました。 

・吾輩は猫である  夏目 漱石 新潮社 ほか Ｆ－ナ 
猫の出てくる本というと、一番最初に思い浮かべる人も多いのでは・・・。中学の英語教師の家に迷
い込んだ猫は、その家で飼われるようになります。名前もないこの猫が、主人や家族など周りの人間
を観察し、その滑稽さを風刺した、夏目漱石の処女作です。 

・本があって猫がいる  出久根 達郎 晶文社 914.6－デ 
著者夫婦は大の猫好き。猫のパルルを「うちの子」と言って、子どものようにかわいがっています。
誕生日には赤飯、尾頭付きの魚、ケーキにロウソクでお祝いをするほどの溺愛ぶりです。 

    ・猫づくし日本史 武光 誠 河出書房新社 645.6－タ 

・どんな災害でもネコといっしょ 徳田 竜之介／監修 小学館クリエイティブ 645.6－ド  

・作家の猫（1，2） コロナ・ブックス編集部／編 平凡社 910.2－サ   

・猫さえいれば、たいていのことはうまくいく 荻原 浩 ほか ポプラ社 Ｆ－ネ   

・今日も一日きみを見てた 角田 光代 ＫＡＤＯＫＡＷＡ  914.6－カ   
 

 

■■ 図書館カレンダー ■■  

★開館時間 月～土曜日： 午前10時～午後8時  日・祝休日： 午前10時～午後6時  

★休館日 第２・第４月曜日（祝休日のときは翌日が休館）、資料整理期間、年末年始（12/29～1/3）  

【２月の休館日】 ９日（月）、２４日（火） 

【３月の休館日】 ９日（月）、23日（月） 

ぶっくガーデン
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図書館からのお知らせ 
 

● システムメンテナンス等にともなう休館について（市内全館） 

  システムメンテナンス等にともない、市内４図書館(室)が 全て休館となります。 

   図書館ホームページも終日停止を予定しています。  

ご不便をおかけしますが、ご理解、ご了承のほどお願いいたします。 

全館休館日 ２月９日（月）   

 

● 子ども読書講演会 

「ロシアのおはなしと絵本を楽しむ～日本で愛される絵本について～」 

■ 日  時 ■ ２月２２日（日） 午後２時から  

■ 講  師 ■ 丸尾 美保氏（元梅花女子大学教授・大学院児童文学専攻教授） 

■ 対  象 ■ 一般市民、幼児・児童の保護者、読み聞かせボランティア等 

■ 定  員 ■ ５０人（先着順） 一時保育あり  ■ 参加費 ■  無料 

■ 場  所 ■  中央図書館 ２階 視聴覚室 

☆中央図書館窓口、電話（079-425-5200）等で申込受付中です☆ 

 

ロシアの絵本等、講演会でご紹介いただく本を中心に、おすすめの本のコーナーを設置しています。 

５０年以上読み継がれたなつかしい絵本もあります。ぜひ手に取ってみてください。 

    おおきなかぶ Ａ．トルストイ／再話 佐藤忠良／画 福音館書店 Ｅ－サ  

ゆきむすめ 内田莉莎子／再話 佐藤忠良／画 福音館書店 Ｅ－サ 

パンぼうや マーシャ・ブラウン／作  童話館出版 Ｅ－ブ 

３びきのくま トルストイ／文 バスネツォフ／絵 福音館書店 Ｅ－ワ 

まほうの馬 Ａ．トルストイ Ｍ．ブラートフ／文 岩波書店 983－ト 

ちいさいおしろ サムイル・マルシャーク／著 学研 983－マ 

まるごと ごくり！ シンシア・ジェイムソン／再話 大日本図書 983－マ 

 

 

●親子えほんの会（毎月第１金曜日） 
 

日 時 ２月６日（金） 

①午前１０時３０分～１０時４５分 

②午前１１時～１１時２０分 

対 象    ①０歳の子どもと保護者 

②１歳から３歳までの 

子どもと保護者 

定 員 各１５組（先着順） 

●えほんのじかん（毎月第２・４土曜日） 

日 時  ２月１４日、２８日（土） 

午後２時～２時３０分 

対 象   ３歳以上の子ども    

定 員   ３０人（先着順） 
 

●おはなし会（毎月第１・３・５土曜日） 

日 時  ２月７日、２１日（土） 

午後２時～２時３０分 

対 象  ４歳以上の子ども    

定 員   ３０人（先着順） 

開催場所はすべて「おはなしのへや」です。 


